
第34回  国際労働問題シンポジウム

　2021年6月、ILO史上初のバーチャル形式で行われた第109回ILO総会では、COVID-19
危機によって拡大する不平等に取り組み、持続可能な回復のための行動を呼びかける決議が
全会一致で採択されました。この合意文書は、2019年「仕事の未来に向けたILO創設100周
年記念宣言」で提唱された人間中心のアプローチを基盤としています。
　COVID-19危機は、あらゆる労働者と使用者に大きな影響を及ぼしましたが、産業部門によ
る違いや、人々の長期的な生計を脅かした程度は異なり、不平等の悪化が懸念されています。
人々がスキル（skills）を獲得し、更新し、向上していく「Reskilling/Upskilling」は、新しい仕
事に就いたり、急速に変化する労働環境に適応していくために重要です。またスキルを獲得す
る学習（learning）の過程は、学ぶ喜びや人々のつながりを通して、社会的連帯や信頼が強ま
り、持続可能な回復につながります。
　2021年11月～12月に行われる総会の第二部では、「不平等と仕事の世界」「技能と生涯
学習」が討議されます。本シンポジウムでは、スキル（skills）の獲得や向上は、単に競争に取り
残されないためだけではなく、人間を中心に据えた持続可能な回復にとって重要なものである
と捉え、技能開発と生涯学習に対する官民の投資が世界的に呼びかけられている状況を議論
したいと思います。政労使はもちろん、学生、市民の皆様のご参加をお待ちしています。

法政大学大原社会問題研究所
◆HP：https://oisr-org.ws.hosei.ac.jp/  ◆Twitter：@oisr1919

参加無料・要参加申込み

ILO駐日事務所 
◆HP：http://www.ilo.org/tokyo/   ◆Twitter：@ILO_Tokyo

♦主催者挨拶
高﨑 真一（ILO駐日代表）
鈴木 玲（法政大学大原社会問題研究所所長）

♦基調講演
「COVID-19危機からの持続可能な回復と技能開発
 ―Reskilling/Upskilling」 （ビデオメッセージ）
スリニバス・B・レディー
（ILOジュネーブ本部　雇用政策局　技能・就業能力部長）

♦「研究者の立場から」
筒井 美紀
（法政大学キャリアデザイン学部教授）

♦「実践の立場から」
佐々木 妙月
（情報の輪サービス株式会社代表取締役、NPO法人ZUTTO理事）

♦ILO総会出席者コメント

♦ディスカッション
司会：鈴木 宗徳
　　  （法政大学大原社会問題研究所副所長／社会学部教授）

10月12日（火）17時 締切

10月14日木
13時～15時

©ILO  

オンライン開催（Zoomウェビナー）　

左記コードのフォーマットより、お名前とメールアドレスを送信してください。
会議IDとパスコードは、10月13日（水）にお申込みメールアドレスにお知らせ
します。

参加申込み

COVID-19危機からの
持続可能な回復と技能開発
COVID-19危機からの
持続可能な回復と技能開発
COVID-19危機からの
持続可能な回復と技能開発
COVID-19危機からの
持続可能な回復と技能開発

―Reskilling/Upskilling―Reskilling/Upskilling―Reskilling/Upskilling―Reskilling/Upskilling

2021年


